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ご挨拶

　「第３３回北前船寄港地フォーラム・第４回地域連携研究所大会 in OKAYAMA」の開催にあたり、全国各地から行

政や企業、団体等の皆様に多数お越しいただきましたことに、心より感謝を申し上げます。

　このフォーラムは、かつて北前船がもたらした産物が寄港地の周辺に独自の産業を発展させたように、寄港地同士

が時空を超えて連携や交流を深めることで、各地域の活性化につなげようとするものです。岡山での開催は2017年

以来、２回目となりますが、かつて岡山県内で産出された塩や綿が各地に運ばれたように、“OKAYAMA”のすばらしさ

を皆様にお届けする機会にしたいと考えております。

　前回は、岡山市、倉敷市、玉野市、瀬戸内市の４市が連携する形で開催され、北前船寄港地フォーラムが目指す連

携のひとつのモデルとして評価をいただきました。今回は、寄港地として４９番目に日本遺産の認定を受けた備前市

が加わり、５市の連携により更に充実した内容になるものと確信しております。

　岡山らしいフォーラムの演出として、その５市に訪問いただく「分科会」を開催することとなりました。各市の歴史・

文化・産業にまつわる魅力を新たなる視点で掘り起こし、ご紹介いたします。北前船の積み荷が高瀬舟で川を上り県

内全域に広がったように、このフォーラムを機に地域活性化の取り組みが、瀬戸内地域、さらには世界へ広がること

を祈念いたします。

　開催にあたりご尽力いただきました実行委員会や関係団体の皆様をはじめ、ご協力いただきました一般社団法人

北前船交流拡大機構の皆様に心からの感謝を申し上げます。

第33回 北前船寄港地フォーラム
第 4 回 地域連携研究所大会 in OKAYAMA

開催地歓迎あいさつ

伊原木  隆太 越宗  孝昌

大森  雅夫 伊東  香織 柴田  義朗 武久  顕也村  武司

松田 久

第33回北前船寄港地フォーラム
第 ４ 回地域連携研究所大会
実行委員会  会長 / 岡山商工会議所  会頭

in OKAYAMA

　「第３３回北前船寄港地フォーラム・第４回地域連携研究所大会 in OKAYAMA」を当地で開催いたしましたところ、全国

各地から自治体並びに企業の皆様に多数ご参加いただき、心より感謝申し上げます。

　岡山県南部を通過していた古代「山陽道」沿いには、数多くの古墳や巨大な前方後円墳が存在し、かつてこの地にはヤ

マト王権に匹敵するような強大な政権「吉備国」が存在していました。実は、この政権の誕生を可能にしたのは、この地に存

在した大きな「穴海」の存在です。

　これは「吉備の穴海」と呼ばれ、「児島」をはじめ２０余の島々に囲まれた水深の浅い海域を指します。緩やかな潮流

を活用した海運が高度に発達し、高梁川、旭川、吉井川の河川から、あるいは他の海域からの物資による交易で、この

吉備国の勢力は巨大なものとなりました。その後、たたら製鉄の普及などで木が伐採され、川の土砂が海に堆積した

ためにこの穴海は干潟となり、新田の干拓によってここでの海運は衰退していきます。

　やがて、海運の中心は玉島、下津井など現在の瀬戸内海沿岸に移り、穴海の中の干拓地では、塩分を含んだ土壌

でも栽培できる綿花の育成が始まりました。北前船がもたらしたニシン粕は良質な綿の生産を可能にし、この地に繊

維産業を誕生させました。また、北前船由来の各地からの生活物資は、岡山県発祥といわれる「高瀬舟」によって西

大寺港などから県北へと運ばれ、それぞれの地域で暮らしを豊かにしています。

　今回のフォーラムの構成は、「吉備の穴海」によってもたらされた地域の文化や産業の上に、北前船による海上輸

送、高瀬舟による水上輸送が地域にどのような影響を与えたかに着目し立案いたしました。初めての試みとして岡山

市、倉敷市、玉野市、備前市、瀬戸内市の５市へ訪問のうえ、地域ごとの歴史・文化・産業を感じていただける「分科

会」を開催するとともに、フォーラムの前夜祭、トークセッション、レセプションの全体の日程を通して、ガイドブックに

はない新たな岡山の魅力を感じていただければ幸いです。

　結びに、本フォーラムの開催に際し、ご尽力をいただきました一般社団法人北前船交流拡大機構の皆様をはじめ、

関係者の皆様に心から御礼を申し上げますとともに、皆様方のご健勝を祈念申し上げ、歓迎のご挨拶といたします。

岡山県南部のかつて「吉備の穴海」だった場所には、現在市街地が広がる
作成：㈱フジタ地質（国土地理院発行 数値地図及びカシミール３D使用）

吉備の穴海

瀬戸内海 瀬戸内海

(顧問)
岡山県知事　　　　伊原木  隆太
株式会社山陽新聞社相談役
　　　　　　　　　越宗  孝昌

(副会長)
岡山市長　　大森  雅夫
倉敷市長　　伊東  香織
玉野市長　　柴田  義朗
備前市長　　𠮷村  武司
瀬戸内市長　武久  顕也

第33回 北前船寄港地フォーラム
第 4 回 地域連携研究所大会

in OKAYAMA実行委員会
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北前船交流拡大機構及び地域連携研究所 関係者あいさつ

　わが故郷、岡山での2度目の開催となる「第33回北前船寄港地フォーラムin OKAYAMA」の盛大な開催を心よりお

慶び申し上げます。松田実行委員会会長をはじめとする実行委員の皆様のご尽力に心から感謝申し上げます。思えば

前回の岡山開催だった2017年のフォーラムには初めて海を越えて大連市が参加されました。その後、フォーラムは、大

連、パリ大会を経て、今回はEU各国関係の方も参加される国際的な絆に発展いたしました。江戸時代に牛窓で朝鮮

通信使が寄港するなど国際色豊かな交流の地である岡山。この地にふさわしい大会となることを祈念いたします。

一般社団法人 北前船交流拡大機構　最高顧問

大橋 洋治

　北前船寄港地フォーラムも回を重ねて33回。前回は沖縄県、前々回はフランスのパリであった。40を超える地方

自治体が北前船をキーワードに連携し、定期的に大きなフォーラムを外国にまで出向いて開催する。こんなイベント

は他に日本にはないであろう。今回の岡山県での開催においては、これまでの開催の成果を踏まえ、我々は何を成

し遂げて来たのか。そして今後何が出来るのかを、全ての参加者自ら問いかけることが重要かと思われる。次に伝

わるフォーラムにしたい。

一般社団法人 北前船交流拡大機構　評議員議長

石川 好

　北前船は寄港地に数々の恵みをもたらしました。今回の開催地岡山には、鰊の搾りかす（肥料）が北海道からもた

らされ、当時大阪と並んで綿花、綿織物の一大産地となりました。現在、岡山県が学生服の７割を生産し、倉敷市が

デニム（ジーンズ）の聖地と呼ばれるのは、そこに由来します。岡山県には、古い歴史、優れた景観、そして陶器、刀剣

の里など魅力あるスポットが数多くあります。今回、フォーラムに先立ち5つの分科会を設定し、市長自ら地域の魅力

を発信する新機軸を打ち出しました。参加される皆様の期待に応えるフォーラムになるものと確信しています。

一般社団法人 北前船交流拡大機構　会長

岩村 敬

　本日、多くの皆様にご参集いただき第33回北前船寄港地フォーラムを開催できますことに感謝申し上げます。本フォー

ラム開催のためにご尽力いただきました岡山市、倉敷市、玉野市、備前市、瀬戸内市の各市長、岡山商工会議所はじめ実

行委員会の皆様に心より御礼申し上げます。昨年10月のパリ大会を契機に新たにEU各国との繋がりができ、前夜祭に

は在日EU各国関係者の皆様にもご参加いただきました。今後も伝統的工芸品などを通して地域の魅力を国内のみなら

ず海外も巻き込んだ観光振興・地域振興に邁進する所存です。

一般社団法人 北前船交流拡大機構　一般社団法人 地域連携研究所　理事長

濵田 健一郎

　第33回北前船寄港地フォーラムin OKAYAMAの開催を心よりお祝い申し上げます。各地域において、「北前船」

によってもたらされた数多くの文化遺産を活かした地域活性化の取組みが行われ、地域間で連携した事業の開催

や交流に発展している中で、本フォーラムが岡山県の５つの市の連携により開催されますことは誠に喜ばしいこと

であります。今回の開催により、地域の友好と交流が益々深まりますことをご祈念いたします。

北前船日本遺産推進協議会　会長 / 加賀市長

宮元 陸

　第33回北前船寄港地フォーラム in OKAYAMAの開催にあたり、ご尽力を頂いた関係者の皆さまに心より御礼

申し上げます。かつて海運の大動脈を担った北前船の往来によって、人々の暮らしを豊かにする生活必需品を運ぶ

と共に、文化や産業も運び、育んできました。本フォーラムを機に、北前船の寄港地であった岡山県の豊かな食や文

化、そして、瀬戸内海の絶景など、盛り沢山のその魅力が世界に伝わり、都市間の交流がさらに深いものとなってい

くことを祈念いたします。

一般社団法人 北前船交流拡大機構  副会長
日本航空株式会社  執行役員  ソリューション営業本部  営業統括

中野 星子

　一般社団法人地域連携研究所において「地方の地域同士」が直接つながり、地域の活力を生み出す「自治体会

員制度」の動きを「企業会員制度」が支える官民連携の動きが具体化してきました。これまでの関係者の取り組み

に深く感謝申し上げます。今回の岡山フォーラムを契機に、より一層地域の発展が加速し、地方創生が実現される

ことを期待します。

一般社団法人 地域連携研究所　自治体会員制度会長 / 大館市長

福原 淳嗣

　北前船寄港地フォーラム並びに地域連携研究所大会の岡山開催にあたり、ご尽力いただきました関係の皆様

に心から感謝申し上げます。岡山ならではの深い魅力に光があたることを喜ばしく思うとともに、日本各地と繋が

るストーリーや地域間で連携した発信により更に輝きが増すことを確信しております。私どもＪＲ西日本グループも

微力ではありますが、交流人口の拡大や地域の活性化に向けて、地域の皆様とともに取り組みを進めて参ります。

一般社団法人 北前船交流拡大機構　副会長
西日本旅客鉄道株式会社　理事　鉄道本部営業本部長

岩城 弘明

　第33回 北前船寄港地フォーラムin OKAYAMAの開催を心よりお慶び申し上げます。北前船ゆかりの観光資源・

遺産を活用した地域間のネットワーク構築や、地域活性化に向けた様々な取り組みが、各地で広く展開されている

ことを大変意義深く感じております。今回のフォーラム開催が、関係する皆様の交流・連携を一層促進させ、地方創

生の更なる推進につながっていくことを祈念いたします。

一般社団法人 北前船交流拡大機構　副会長
東日本旅客鉄道株式会社　常務執行役員　鉄道事業本部副本部長

中川 晴美

　このフォーラムが33回の歴史を積み重ねらていることに、改めて心から敬意を表したいと思います。また、この度

はこの大会開催に尽力いただきました岡山のみなさまにお礼を申し上げます。当社グループにとってここ岡山は特

別な場所です。1962年にANAの便が就航して60余年を迎えます。その節目に、このような歴史を重ねるフォーラム

を開催するお手伝いをすることで、新たなページを付け加えることができることをとてもうれしく思います。

一般社団法人 北前船交流拡大機構　副会長
株式会社ANA総合研究所　代表取締役社長

　地域の振興、観光の振興を図っていくには、日本中の、世界中の人々や旅行者を意識して地域の価値づくり、そ

してそれらの発信を行うことが大事です。今回の開催地岡山には、深い歴史、伝統、文化があります。地域の食（食

材、器）も素晴らしい。瀬戸内海という優れた自然景観にも恵まれています。これら本物の価値を多くの皆様に伝え

ていく、実感して頂くフォーラムになるものと期待し、またなるものと確信しております。

一般社団法人 北前船交流拡大機構　副会長
東武トップツアーズ株式会社　代表取締役会長執行役員

久保 成人
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第4回地域連携研究所大会 in OKAYAMA

●日時：令和５年10月５日（木）13:00～17:00      ●場所：杜の街グレース３階「コンベンションホール」
●総合進行：出口 岳人  　　　　　　　　　　　　　  　●総合司会：阿部 拓巳  秋田県大館市観光交流スポーツ部長
●司会：大武 みなみ  株式会社ジェイアール東日本企画

セッション登壇者ご紹介
福原  淳嗣    秋田県大館市長

赤石  良治

岩城  弘明

𠮷村  武司   岡山県備前市長

長崎  敏志

主催者及び来賓挨拶

主催者挨拶
・濵田  健一郎　一般社団法人地域連携研究所  理事長
・森  博幸　　　一般社団法人地域連携研究所 最高顧問
　　　　　　　　  公益財団法人かごしま教育文化振興財団  理事長  （前鹿児島市長）

・松田  久　　　実行委員会  会長 / 岡山商工会議所  会頭
・大森  雅夫　　一般社団法人 地域連携研究所自治体会員制度共同会長 / 岡山県岡山市長
・清水  新一郎　一般社団法人 地域連携研究所企業会員制度共同代表／日本航空株式会社 代表取締役副社長

来賓挨拶
・木下  直哉　　株式会社木下グループ  代表取締役社長兼グループCEO
・田端  浩　　　元観光庁長官 / 一般社団法人地域連携研究所特別顧問
・河野  一郎　　一般社団法人日本スポーツ政策推進機構  理事長

セッション１　基調講演「地域連携研究所会員の取組紹介」

・福原  淳嗣　秋田県大館市長
  「ハチ公生誕100年事業及びフランス・アルザスとの交流」
・𠮷村  武司　岡山県備前市長
  「備前焼の欧州での展覧会と販売拡大」
・二宮  悦郎　欧州連合（EU）日本政府代表部  参事官
・赤石  良治　株式会社ジェイアール東日本企画 代表取締役社長
  「地域創生の現場から」

セッション3　取組紹介

■ファシリテーター：出口  岳人
・矢澤  俊介　    楽天モバイル株式会社  代表取締役社長
  「楽天モバイルによる法人携帯市場の民主化、及び岡山県備前市との取組のご紹介」
・関  卓也　　      株式会社共同テレビジョン（ふるさとJAPAN幹事会社）取締役
  「新しいメディアプロモーションについて」
・瀬戸  由紀男　SATOYAMA＆SATOUMI movement実行委員会
  「岡山県備前市との包括連携協定による取り組み及び地方創生・地域活性化イベントの紹介」
・岡山県企業による取り組み紹介：ナカシマプロペラ株式会社、一般社団法人MASC

総括

 ・竹内  大一郎　観光庁観光地域振興部観光資源課長
【閉会挨拶】
 ・阿部  信一　　株式会社ANA総合研究所  取締役会長

平成５年４月、運輸省（当時）入省、国土交通省航
空局飛行場部管理課課長補佐、在カナダ・日本
国大使館参事官、国土交通省大臣官房総務課
国会連絡室長、総合政策局政策課企画官、総務
課企画室長、観光庁地域振興部観光資源課長、
国土交通省自動車局自動車情報課長、大臣官
房参事官（税制）、内閣官房内閣参事官（小型無
人機等対策推進室）、国土交通省総合政策局国
際政策課長を経て令和４年６月より現職

一橋大学経済学部卒業
昭和60年日本国有鉄道入社JR東日本ネットス
テーション株式会社代表取締役社長、東日本旅客
鉄道株式会社(JR東日本)執行役員営業部長、株
式会社東日本環境アクセス代表取締役社長、JR
東日本常務取締役鉄道事業本部副本部長同常
務取締役総務・法務戦略部長、監査部担当、広報
部担当、財務部担当を経て令和3年6月より現職

一橋大学経済学部卒業
平成6年、西日本旅客鉄道株式会社入社。鉄道
本部営業本部担当課長、岡山支社人事課長、近
畿統括本部営業課長、岡山支社副支社長、株式
会社日本旅行取締役兼常務執行役員等を経て、
令和5年6月より現職

1991年、明治大学商学部卒業、2013年、株式会
社BRICK’s取締役・多言語コンタクトセンター事
業部長に就任、2014年、同社代表取締役社長
に就任（現職）、2018年、ISO TC37/SC5 国内検
討委員会委員、2023年、株式会社BRIDGE 
MULTILINGUAL SOLUTIONSへ社名変更。

株式会社ジェイアール東日本企画
代表取締役社長

内閣官房国際博覧会推進本部
事務局次長

西日本旅客鉄道株式会社 理事
鉄道本部営業本部長

株式会社BRIDGE MULTILINGUAL SOLUTIONS
代表取締役社長吉川  健一

瀬戸  由紀男
SATOYAMA＆SATOUMI
movement 実行委員会 / 
株式会社アップフロントグループ
代表取締役社長

慶應義塾大学法学部政治学科を卒業。平成7
年、27歳で大館市議会議員に当選(2期8年)、
「秋田県北部エコタウン計画」の企画立案を主
導する。平成15～22年まで、衆議院議員(秋田2
区選出)の政策担当秘書官等を務める。平成27
年4月に大館市長に初当選。現在2期目。

関西大学文学部卒業。
備前自動車備前教習所会長、備前市観光協会
会長、備前ロータリークラブ会長、備前商工会議
所会頭等を歴任。
2013年4月に備前市長に初当選。現在2期目。

関  卓也
株式会社共同テレビジョン
取締役

矢澤  俊介
楽天モバイル株式会社
代表取締役社長

中島  基善
ナカシマホールディングス株式会社
代表取締役社長 /
ナカシマプロペラ株式会社
代表取締役会長

セッション2　2025年大阪・関西万博に向けて

■ファシリテーター：出口  岳人
・長崎  敏志　内閣官房国際博覧会推進本部事務局次長
  「2025年大阪・関西万博について」
・岩城  弘明　西日本旅客鉄道株式会社  理事鉄道本部営業本部長
  「2025年大阪・関西万博に向けたJR西日本グループの取り組み」
・吉川  健一　株式会社BRIDGE MULTILINGUAL SOLUTIONS  代表取締役社長
  「観光通訳の国際標準化」

ファシリテーター  出口  岳人

前夜祭 〈ＥＵ各国大使 歓迎のつどい〉

●日時：令和５年10月５日（木）１８：３０～２０：３０(受付・開場：18:00～)
●場所：ホテルグランヴィア岡山 ４階「フェニックス」

開会挨拶

開　会

来賓挨拶

閉会挨拶鏡割り

乾　杯

アトラクション

第33回北前船寄港地フォーラム in OKAYAMA

10/5 木

一般社団法人MASC
理事長

井上  峰一
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第33回北前船寄港地フォーラム in OKAYAMA トークセッション登壇者ご紹介

分科会 （５市での視察）※p.15-16をご参照ください

コースによって出発時間が異なりますので、ご留意ください
●日時：令和５年10月6日（金）８：0０～13：３０

●集合場所：ホテルグランヴィア岡山 １F 駐車場

フォーラム

●日時：令和５年10月6日（金）14：0０～17：３０(受付・開場：13:00～)
●場所：ホテルグランヴィア岡山 ３階「クリスタル」

第二部　トークセッション

トークセッション１  「ロマンあふれる吉備の国」
　・大森  雅夫　岡山県岡山市長
　・谷一  尚　　一般財団法人林原美術館  館長

トークセッション２  「北前船によって花開いた  現代へと続く倉敷の文化・産業」
　・伊東  香織　岡山県倉敷市長

トークセッション3  「日本遺産認定を目指して  岡山市・西大寺と北前船」
　・松田  久　　実行委員会  会長 / 岡山商工会議所 会頭

 総括
　・久保  成人　一般社団法人北前船交流拡大機構  副会長

トークセッション4  「岡山の観光の未来」
　・坂元  浩　　一般社団法人せとうち観光推進機構  専務理事
　(第１部)日本航空株式会社、全日本空輸株式会社、西日本旅客鉄道株式会社
　(第２部)株式会社日本旅行、東武トップツアーズ株式会社

■ファシリテーター：星  明彦　観光庁観光政策調整官 / 沖縄総合事務局運輸部長兼沖縄総合観光施策推進室長

レセプション

●日時：令和５年10月6日（金）18：3０～20：30(受付・開場：18:00～)
●場所：ホテルグランヴィア岡山 ４階「フェニックス」

岡山県岡山市長

大森  雅夫
一般財団法人林原美術館館長

谷一  尚

岡山県倉敷市長

伊東  香織
実行委員会  会長
岡山商工会議所  会頭

松田  久

一般社団法人せとうち観光推進機構  専務理事

坂元  浩
観光庁観光政策調整官 /
内閣府沖縄総合事務局運輸部長
(兼)沖縄総合観光施策推進室長

星  明彦

1977年東京大学法学部を卒業後、建設省
（現国土交通省）入省。国土政策局長などを
歴任後、2013年10月より岡山市長に就任
し、現在3期目を務める。昨年の岡山城天守
閣リニューアルオープンや、今年4月の千足
古墳の復元整備を観光的要素として取り入
れることにより、文化財と観光の融合を図

り、また今年9月には新たな芸術文化施設「岡山芸術創造劇場ハレノ
ワ」をオープンするなど、魅力と活力あるまちづくりを進める。岡山市出
身。座右の銘は「天は自ら助くるものを助く」。

1952年生まれ、東京大学文学部考古学科卒
業、同大学院人文社会系研究科博士（文学）。
岡山市立オリエント美術館学芸員、共立女子
大学大学院比較文化研究科教授、日本学術
会議東洋学委員、日本ガラス工芸学会会長、
岡山市立オリエント美術館館長を経て、現在、
林原美術館館長、山陽学園大学副学長・総合

人間学部長・言語文化学科教授。専門はユーラシア・シルクロード考古
学、比較文化資源学、ガラス工芸史。著書に『美術館長の眼』など多数。

1990年東京大学法学部卒業。郵政省（現
総務省）入省。1993年米ハーバード大学
ロースクール修士課程修了。2008年～倉敷
市長就任、４期目。これまでに、中核市市長
会会長、全国市長会副会長を歴任。現在、中
国市長会会長。2016年Ｇ７倉敷教育大臣会
合に続き、今年４月、Ｇ７倉敷労働雇用大臣

会合を開催。北前船寄港地である下津井と玉島が日本遺産に認定。

１９８５年株式会社ＪＴＢ入社。１９９０年に海外
派遣研修員 JTB Australia Ltd.（シドニー駐
在）、JTB Hong Kong Ltd. マネージャー（香
港駐在）、JTB Malaysia Sdn. Bhd. 取締役社
長（クアラルンプール駐在）、２００６年JTB本
社 旅行事業本部 海外事業担当部長などを
歴任。２０２０年１０月 公益財団法人東京オリ

ンピック・パラリンピック競技大会組織委員会会場内ホスピタリティ
担当部長を経て、2022年４月から一般社団法人せとうち観光推進機
構専務理事に就任現在に至る。

1952年生まれ。慶應義塾大学卒業後、1976年株式
会社三井銀行入社。1987年同行退社後、株式会
社両備システムズ入社。株式会社リオスコーポ
レーション代表取締役、株式会社両備システムズ
代表取締役、株式会社両備ホールディングス代表
取締役を経て、同社取締役副会長。公職では、１９９

９年から岡山商工会議所議員、副会頭を歴任し、２０１９年から会頭に就任。

1972年生まれ。運輸省（現国土交通省）入省
後、在ＥＵ日本政府代表部、観光庁観光資源
課長、内閣府地方創生本部参事官など歴任
し、2022年7月より現職。沖縄を心豊かで持
続可能な世界的ディスティネーションにすべ

く経済分析と戦略立案に取り組むほか、観光庁「地方における高付加
価値なインバウンド観光地づくり」プロジェクトの推進をサポート。岡山
を含む瀬戸内についても、そのモデル地域の一つとして、観光を通じた
持続可能な地域社会づくりに地域関係者と共に取り組む予定。

第一部　開会式（主催者及び来賓挨拶）

濵田  健一郎　一般社団法人北前船交流拡大機構  理事長
伊原木  隆太　岡山県知事
髙橋  一郎　　観光庁長官
この他県外からご参加の首長等の予定

10/6金

開会挨拶

開　会

来賓挨拶

閉会挨拶

アトラクション

次回開催地紹介

乾　杯

トークセッション１ 

トークセッション２  トークセッション3  

トークセッション4  ファシリテーター
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アトラクション出演者
吉備楽十六日会

蝦名 宇摩

　北前船寄港地フォーラムは、一般社団法人北前船交流拡大機構の評議員議長でもある石川好氏の「北前船コリ
ドール構想（＊）」に賛同した多くの自治体・企業などの支援により、2007年から日本全国で開催しているフォーラム
です。日本海側の寄港地連携、地域間交流による活性化を図る観光フォーラムとして実施され、民間レベルで開催さ
れる国内最大級のフォーラムとして認められています。また、2018年には中国・大連にて、2022年にはフランス・パリ
にて、海外でのフォーラムが開催されています。
　2017年8月9日、同フォーラムを母体として、東日本旅客鉄道・西日本旅客鉄道・北海道旅客鉄道・日本航空・ANA
総合研究所などが中心となり、一般社団法人北前船交流拡大機構が立ち上げられました。
　同機構は、鉄道・航空を中心とした関連企業が地域活性化の分野で力を合わせることで、今まで以上に地域の発
展に貢献するとともに、「地域間交流拡大」をより強力に推し進め、地域活性化や国内外からのインバウンド旅客の誘
客拡大を目指しています。

北前船寄港地フォーラムとは

フォーラム開催状況

（＊）北前船コリドール構想
「北前船」は江戸時代から明治20～30年代まで北海道・東北・北陸・関西・九州を結ぶ重要な物流のネットワークとしての機能を果たしており、
100年ほど前には日本海側に立派な経済圏が存在していました。コリドールとは人と物が行き交う通路・大通り・回廊を意味し、
かつて日本海側が栄えた「北前船寄港地」ルートを点から面へ、回廊として発展させようとするものです。
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※

※

30

31

32

山形県酒田市

秋田県にかほ市

秋田県男鹿市

北海道松前町

新潟県新潟市

新潟県佐渡市

青森県青森市

青森県鰺ヶ沢町  深浦町

北海道函館市

新潟県長岡市・寺泊

山形県酒田市

秋田県男鹿市

新潟県新潟市

秋田県秋田市

京都府宮津市

大阪府大阪市

石川県加賀市

北海道江差町

兵庫県淡路島

岡山県岡山市・瀬戸内市・倉敷市・玉野市

青森県野辺地町

鳥取県鳥取市

中国　大連市

福井県坂井市

新潟県長岡市

広島県尾道市

山形県庄内地区

北海道小樽市・石狩市

鹿児島県鹿児島市

島根県浜田市

中国　大連市

秋田県秋田市

フランス　パリ市

沖縄県那覇市

2007/11/15

2008/04/11

2008/09/20

2009/05/22

2009/07/17

2010/03/20

2010/05/28

2011/05/28

2012/05/25

2012/09/28

2013/03/08

2013/07/26

2013/10/25

2014/04/18

2014/07/25

2015/07/17

2015/11/13

2016/11/11

2017/05/12

2017/07/14

2017/09/01

2017/11/24

2018/05/27

2018/07/13

2018/08/31

2018/11/16

2019/09/12

2019/10/20

2020/02/02

2020/03/14

2020/05/24

2022/03/19

2022/10/18

2023/02/03

北前船文化遺産の活かし方

現代の北前船を探そう～地域の連携を強化して～

甦れ　北前船が拓いた夢航路

新時代の、北前船浪漫を求めて

北前船スピリット再び～新潟県に今、求められるものは～

今、佐渡観光に求められるもの

第１部「国際的視点で青森県の観光振興を考える」　第２部「県外・県内から青森県の観光振興を考える」

甦れ！北前船の絆を今に！～連携による地域活性化と構成への伝承の第一歩～

受け継がれる北前船マインド(絆)～これからの観光のあり方～

世界へ広がる海の道、これからの北前船～日本海側の広域連携と世界へ向けた可能性を探る～

北前船遺産を日本と世界に発信!!～庄内の発展と北前船～　～現代に生きる北前船～

秋田県・男鹿市の観光と産業の発展～ロシア・韓国・中国との交流促進～　～エネルギー・環境と今後の秋田の産業について～

日本海軸と国土の強靭化―拠点としての新潟―　～日本海新時代と新潟～＜新潟日報メディアシップ開業記念＞

活かそう、大いなる遺産。いま、知と勇のネットワーク～秋田を輝かせる人たち３０人～～未来につなぐ観光!秋田の夢・希望～

つなぐ・結ぶ～北前船からの贈り物～　～貴重な歴史遺産「北前船」を活かした広域連携を考えよう

北前船出発の地　大阪から!～現代版北前船　新・日本海ネットワーク2015～

北前船文化とおもてなし

日本の浪漫、北前船が北海道新幹線で甦る！～今こそ繋ごう!観光の絆と言う地方創成新時代～

人の交流による地域創生

古（いにしえ）からの交通の大動脈鍵「瀬戸内海」と国際交流～そして未来へ～

むつ湾でつながる観光～現代の北前船で考える広域観光～

来たまえ!!環日本海新時代～北前船レガシー友情・平和・交流の海へ～

海を越えた交流の拡大へ　日本と中国の架け橋に

日本遺産で甦る、観光と文化の北前船新時代～港民が紡ぐ異空間　湊・三国スタイル～

北前船でつなぐ寄港地交流～米百俵の精神を次世代へ～

名産品でつながる北前船寄港地～地域間交流新時代の幕開け～

北前船が紡ぐ、新たな日中地方都市間交流

北前船往来～日本の案英と近代化を支えた絆をふたたび～

明治維新の力・北前船で広がる交流の輪～令和の新たな輪は海を越えて

歴史・文化を活かした地域活性、地方の観光新時代

―

北前船で旅した秋田蘭画～つなげる・つながる世界と未来～

日本の食文化を世界に

北前船、新たな船出へ～万国津梁の地、沖縄からアジア、そして世界へ～

回 開催都市 開催日 テーマ

(※)新型コロナウイルス感染症の影響により開催中止となりました。

ユーディ・メニューイン国際コンクールジュニア部門優勝( 2014)、
ティボール・ヴ ォルガ国際ヴァイオリンコンクール第3位(2023)など国内外の多数のコンクールにて入賞。
岡山県芸術文化賞準グランプリ授与(2010、2013、2022)、赤磐市長特別奨励賞授与(2014)、マルセン文化賞、山陽新聞奨励賞、福武教
育文化賞受賞(2021)、「あかいわ広報大使」就任(2021.4)
日本コロムビアよりCD「プロコフィエフ:ヴァイオリン・ソナタ第2番」をリリース(2020.1)
使用楽器は1773年製ニコロ・ガリアーノ。

鹿児島県奄美大島出身。芸歴31年。
16歳のとき津軽三味線に出会い、名手、蝦名伴主氏に師事する。その後尺八と唄（民謡）民謡太鼓、沖縄三線を修得。
奄美の島唄は、武下和平氏に指南を受けた。各地民謡・三味線大会にて優勝十数回。師範取得。現在、岡山県瀬戸内市
と岡山市中区で津軽三味線教室をひらきながら県内外のさまざまなイベントで演奏活動を行う。

吉備楽は明治5年(1872)に岡山で生まれた芸能音楽です。 
岡山藩第10代藩主、池田章政の命を受け岸本芳秀が、奈良の春日大社に伝わる古典芸能音楽の伝習に行
き、創始したものです。吉備楽は箏を主奏楽器として、それに管楽器( 笙 ・篳篥・横笛)や打楽器(太鼓・鉦鼓)を
付物として演奏します。明治11年(1878)は明治天皇の、皇后・皇太后陛下への御前演奏に始まり、昭和天皇・
皇后両陛下の、岡山御巡幸時における後楽園での演奏などを経て、海外でも公演を重ねて今日に至ります。

しょう たいこ しょうこ

つけもの

ひちりき おうてき

津軽三味線奏者

2015年4月に創部。 2019年、世界選手権大会で日本代表に選出され、団体・ダブルスで金メダルを獲得。近
年は、第35回全日本高校大学ダンスフェスティバルで日本女子体育連盟会長賞、JAPANCUP日本選手権大
会2023はダブルス・団体両部門で優勝、団体演技で総合優勝を果たした。今年、2023年は4年ぶりに世界
選手権大会（11月25・26日／自国開催）が開催予定で、日本代表出場権を獲得し、現在世界大会金メダル獲
得に向けて練習に励んでいる。 

IPU環太平洋大学ダンス部

【ダンス部紹介動画】

ヴァイオリニスト 福田 廉之介

地域連携研究所とは

沿革
2021年    1月
2022年   3月18日
2022年10月18日
2023年   2月   2日
2023年10月   5日

　　　    一般社団法人として設立
第1回　自治体会員制度発足式（於 秋田）
第2回　企業会員制度発起人会発足式（於 パリ）
第3回　企業会員制度発足式（於 沖縄）
第4回　地域連携研究所大会（於 岡山）

　「一般社団法人地域連携研究所」は2021年１月に、地域連携を進めるために設立された一般社団法人です。2007年から１6年
間、３２回にわたり地方と地方の広域連携となる「地域間交流」をテーマに観光交流プロジェクトとしての「北前船寄港地フォーラ
ム」を展開してきた「一般社団法人北前船交流拡大機構」の兄弟法人として設立されました。
　「一般社団法人北前船交流拡大機構」は北前船ゆかりの土地の観光資源、歴史的遺産の魅力を発信しながら、地方同士の連
携を深めることを目的に活動しています。この活動は、現在４９自治体で構成されている日本遺産「荒波を超えた男たちの夢が紡
いだ異空間～北前船寄港地・船主集落～」（２０１７年認定）としても実を結んでいます。これまでの経験、実績、信用をもとに北前船
に限定することなく、広く地域の連携を果たすことを目的に自治体会員制度を発足させて活動しておりました。この活動に企業側
と致しましても地域連携をして支えていく事で、地域の発展を加速していく為に、昨年１０月に開催されたパリフォーラムに合わ
せ、ルーブル美術館において企業会員制度発起人会を発足させました。
 　従来からの「『大都市と地方』の関係で地方振興を図るのではなく、東京に頼らず『地方の地域同士』」が直接つながり、ネット
ワークを構築し地域の活力を生み出そう」という考えをそのままに、より広域の活動を担っていくものであります。

役員紹介
理事長　　　　　　　　　 濵田  健一郎
専務理事　　　　　　 　　 浅見  茂
自治体会員制度会長　　　 福原  淳嗣
自治体会員制度共同会長　 大森  雅夫

企業会員制度発起人会発起人代表　　　赤石  良治
企業会員制度発起人会発起人共同代表　阿部  信一
企業会員制度発起人会発起人共同代表　清水  新一郎
企業会員制度発起人会発起人共同代表　岩城  弘明
特別顧問　　　　　　　　　　　　　　田端  浩

前夜祭

前夜祭

レセプション

レセプション
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宇野港周辺アートサイト

◀瀬戸内国際芸術祭の会場のひとつ。
　「宇野のチヌ」をはじめ、個性豊かな
　アート作品の数々が瀬戸内海の
　島々への玄関口である
　宇野港周辺で楽しめる。

▼日本の山城で天守が残っているのは備中松山城だけ。
　1683年備中松山藩主・水谷勝宗が約3年を費やして
　修築した天守は、日本に12城しかない現存天守の1つでもあり、
　当時の姿のまま残っている。

▼雲海も見えるかも!

▲岡山市中心街を流れる旭川を観光名所を眺めながら、
　ゆったり遊覧できる「おかやま旭川遊覧クルーズ」　　

▲絶対訪れたい景勝地。古き良き歴史に触れる日本三名園のひとつ。

岡山後楽園

備前長船刀剣博物館
備前おさふね刀剣の里

▼鎌倉時代より日本刀の産地として栄えた瀬戸内市長船町にある
　全国でも珍しい備前刀を中心に展示している博物館。

岡山藩主・池田光政が1670年に創立した、現存する日本最古の▶
庶民教育のための学校。備前焼瓦の大屋根が特徴的な講堂は国宝に指定されている。　

旧閑谷学校
しずたに

特別史跡

近世日本の教育遺産群～学ぶ心・礼節の本源～

◀敷地内には工房があり、
　日本刀の鍛錬、鞘の塗り、
　刀身への彫刻、研ぎなどの、
　さまざまな日本刀に関する
　製作工程が見学できる(曜日限定)。

モネ、ピカソ、ゴーギャンなど世界的に有名な奇跡の名作が楽しめる。▶
　贅沢過ぎる常設展示で至福の時間を。　 大原美術館

倉敷美観地区
▲倉敷ブランドのショッピングや、町屋を改装したおしゃれで
　レトロなカフェで食べ歩きも楽しめる、魅力いっぱいのスポット！

備中松山城

岡山城

▼江戸時代から明治時代にかけて、赤色顔料の弁柄は日本一
　の生産量を誇り、銅も西日本有数の生産地として栄えた吹屋。
　旧街道沿いに赤褐色の石州瓦とベンガラ格子の町家が軒を連
　ねているので、カメラ片手に散策するのがおすすめ。

吹屋ふるさと村
ふきや

う ら

▲「日本100名城」のひとつで、温羅と呼ば
　れる鬼が住んでいたとされる古代山城。
　歴史書には一切記載されていない謎多
　き史跡。復元された角楼跡や城門跡が見
　事で、なかでも西門から一望する総社平
　野の眺めは絶景。

▲桃太郎（鬼退治）伝説の原型といわれる
　吉備津彦命と温羅にまつわる伝説が残
　る神社。本殿と拝殿は全国でも唯一の比
　翼入母屋造（吉備津造）を採用しており、
　国宝に指定されている。全長約360mの
　廻廊は写真撮影にぴったり。

きびつひこのみこと う ら

鬼ノ城
き の じ ょ う

吉備津神社

「桃太郎伝説」の生まれたまち おかやま
～古代吉備の遺産が誘う鬼退治の物語～

「ジャパンレッド」発祥の地
～弁柄と銅の町・備中吹屋～

こころ晴ればれ おかやまの旅
岡山は見どころ＆食べどころに恵まれた場所。好奇心や探究心　  を刺激したり、非日常の癒しや豊かさに気づかせてくれます。
こころ晴ればれ 笑顔に出会う 笑顔になれる場所 岡山のイチオ　  シ観光＆グルメをご紹介。

岡山観光に関する
詳細はこちら▶

▲「金烏城」の異名を持つ岡山城は、岡山
　市出身の歴史学者・磯田道史が天守閣
　の展示監修を行い、2022年11月に全面
　リニューアルオープンした。

「期間」2023年11月17日~26日　 「時間」17:00~20:30(入園・入館は20:00まで)

■岡山城 夜間特別開館 秋の烏城灯源郷■岡山後楽園 夜間特別開園 秋の幻想庭園
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温暖な気候、豊かな自然に恵まれた岡山で育まれた素材。岡山には全国に誇るべきモノがたくさん。

※2023年12月25日までとなります。ただし、キャンペーン期間中でも
　予算の上限に達した時点で終了する場合がございます。
　詳しくはお問い合わせください。

湯原温泉
ゆばら

奥津温泉
おくつ

湯郷温泉
ゆのごう

津山城 [鶴山公園]

▲「全国露天風呂番付」では西の横綱にランク  
　イン。ダムのすぐ下に24時間無料で開放され
　ている混浴の「砂湯」で有名な湯原温泉。川
　底から自噴する、つるりとした湯を満喫できる。

▲清流せせらぐ奥津渓に近く“足踏み洗濯”が
　名物の奥津温泉。泉質は、美肌効果が高いと
　されるアルカリ性単純温泉。とろりとした感
　触の美人の湯で素肌に元気と潤いをチャージ！

▲岡山県北部に広がる西日本屈指の高原リゾート。
　雄大な山々のふもとに広がる牧草地や白樺の小径など、美しい自然を満喫しながら、
　サイクリングやキャンプ、絶品ジャージー乳製品などでリフレッシュ！

▲白鷺が足の傷を癒していたことから発見され
　た、約1200年余の歴史を誇る湯郷温泉。　
　「美人の湯」といわれ、さらりと肌に寄り添う
　かのような湯で、しっとりポカポカが続く。

▼森蘭丸の弟・森忠政が築いた平山城。
　明治の廃城令で取り壊されたが、2005年に備中櫓を復元。
　そびえ立つ石垣の姿も圧巻。

蒜山高原
ひるぜん

おかやまのお土産

美作三湯
みまさかさんとう

おかやまグルメ

津山ホルモンうどん

岡山ばらずし ひるぜん焼そば

日生カキオコ
千屋牛

サワラ

笠岡ラーメン

白桃
フルーツパフェ

ピオーネ

シャインマスカット



分科会

岡山市分科会 『歩いて巡る吉備路ロマンコース』

桃太郎のモデルとされる吉備津彦命を祀る神社。今回のコースでは、通常公開されていない国宝
の本殿内の見学と、釜の鳴る音で吉凶を占う全国でも珍しい神事「鳴釜神事」で、桃太郎伝説を
体感することができます。

吉備津神社

全国第4位の規模を持ち、5世紀前半の前方後円墳「造山古墳」と、墳丘や埴輪列が復元され今
年4月に石室が一般公開された「千足古墳」までを歩きながら学び、古代吉備王国の歴史とロマ
ンを感じていただきます。

造山古墳・千足古墳

「高松城水攻め」で有名な備中高松城址公園を散策し、6月にリニューアルオープンした資料館に
て、歴史学者・磯田道史氏監修の水攻めにまつわる動画等を楽しんでいただきます。

備中高松城址

※到着後各自昼食
ホテル
8:00発

ホテル
12:50着

備中高松城址
11:20 12:00

造山古墳・千足古墳
10:10 11:10

吉備津神社
8:50 9:50

※昼食代2,000円はバス車内にて
当日集金させていただきます。玉野市分科会 『瀬戸内のレガシー(塩、蓄電池、パブリックアート)を巡るコース』

　瀬戸内国際芸術祭の会場である島々へのゲートウェイ“宇野港”周辺に点在するパブリックアートの鑑賞、 江戸時代から続いて
いる瀬戸内海の海水を使った製塩工場や、「溜める」「運ぶ」「使う」をコンセプトに再生可能エネルギーの爆発的普及を実現する企
業による工場見学(建設中)と事業説明を通じて、地域の歴史やロケーションを活かした新しい魅力づくりを感じていただけます。

ナイカイ塩業(株)提供 (株)パワーエックス 提供 宇野のチヌ/淀川テクニック

ホテル
8:15発

ホテル
13:30着

宇野港発
12:40

瀬戸内温泉たまの湯(昼食)、
宇野港周辺・パブリックアート見学
11:30

ナイカイ塩業
(事業説明、施設見学)
9:00 10:15

PowerXManufacturing
（事業説明、施設見学）

※工事中のため完成前の状態

備前市分科会 『備前焼のふるさとコース』

★少人数（3～5人程度）に班分けを行いますので、各作家から丁寧な
　マンツーマン指導が受けられます。
★できあがった作品は、後日郵送します。
★注ぐだけで美味しくなる備前焼ビアマグをプレゼントします。

※到着後各自昼食

ホテル
8:00発

ホテル
12:50着

各作家工房
(作陶体験・作品見学)
9:00 11:50

　備前焼作家より、直接手ほどきを受けながら作陶体験ができるプランをご用意しています。備前焼の里、伊部はレンガ造りの赤
い煙突が建ち並ぶ、なつかしい風情が感じられるまちです。そして備前焼は一つとして同じ色、同じ模様にはならない手作りの味
わい深さが魅力で、使えば使うほどに味わいが増していくのが特徴です。
 この世に一つしかない自分だけの備前焼を手作りしていただくなど、“備前ならでは”をぜひご堪能ください。

瀬戸内市分科会 『日本刀の聖地・長船 -歴史文化資源の活用による地域活性化-』

※到着後各自昼食
ホテル
8:40発

ホテル
12:40着

日本一のだがし売場
11:10 11:40

【説明、館内や古式鍛錬見学等】
備前長船刀剣博物館
9:40 10:50

　瀬戸内市は、国宝の刀剣類111口のうち47口を占め、質・量ともに日本一である「備前刀」の中心的な生産地です。現在も刀鍛冶
等が工房を構え、刀に関する社寺等の史跡も残り、『日本刀の聖地』と称されています。
　瀬戸内市では、上杉謙信・景勝が愛蔵した国宝「太刀 無銘一文字(山鳥毛)」をふるさと納税を活用したクラウドファンディングで購入
し、現在「山鳥毛」を中心とする刀剣を活用した事業を進め、交流人口・関係人口の拡大による地域活性化を図っています。本分科会では、
刀剣をテーマとした歴史文化資源を活用した地域活性化とともに、年間約80万人が来場する「だがし」のテーマパークをご紹介します。

瀬戸内海の大小様々な島々を眺め
ながら、“海から”瀬戸大橋を間近
で見るクルージング。まるで気分は
北前船!!

瀬戸内海クルージング
瀬戸内海国立公園の代表的な景
勝地「鷲羽山」。本州四国を結ぶ世
界最大級の橋「瀬戸大橋」を、“山か
ら”眺める。

鷲羽山第2展望台

下津井節鑑賞&昼食(カンティーナ登美)
明治時代の回船問屋の建物を復元した資料館。北前船が運んできた
ニシン粕を蓄えた蔵で、地元下津井産の食材を使った食事を味わう。

むかし下津井回船問屋

倉敷市分科会 『“陸・海・食う”北前船寄港地 下津井コース』
※昼食代2,000円はバス車内にて
当日集金させていただきます。

ホテル
8:10発

瀬戸内海クルージング
9:50 10:50

乗船時間：約45分（児島観光港発着）
鷲羽山第2展望台
9:20 9:40

早島IC 児島IC

ホテル
13:30着

むかし下津井回船問屋(昼食)
11:10 12:30

早島IC児島IC

©岡山県観光連盟

備前長船刀剣博物館 古式鍛錬 日本一のだがし売場
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日本遺産認定ストーリー
「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間  ～北前船寄港地・船主集落～」

平成29年認定

令和4年認定

岡山市 倉敷市

備前市 瀬戸内市玉野市

岡山県の5市で開催
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実行委員会名簿

岡山県内の日本遺産

会　長　松田  久　　　（一社）岡山県商工会議所連合会 会長

　　　　　　　　　　　　　 　   岡山商工会議所 会頭

副会長　大森  雅夫　　岡山市長

　　　　伊東  香織　　倉敷市長

　　　　柴田  義朗　　玉野市長

　　　　𠮷村  武司　　備前市長

　　　　武久  顕也　　瀬戸内市長

顧　問　伊原木  隆太　岡山県知事

　　　　越宗  孝昌　　㈱山陽新聞社 相談役

監　事　石井  清裕　　（公社）岡山県観光連盟 会長

　　　　　　　　　　　　　　   （公社）おかやま観光コンベンション協会 会長

委　員　田口  裕士　　岡山市議会 議長

　　　　中島  光浩　　倉敷市議会 議長

　　　　氏家  勉　　　玉野市議会 議長

　　　　守井  秀龍　　備前市議会 議長

　　　　小谷  和志　　瀬戸内市議会 議長

　　　　井上  峰一　　倉敷商工会議所 会頭

委　員　守永  一彦　玉島商工会議所 会頭

　　　　山根  一人　玉野商工会議所 会頭

　　　　　　　　　　　　　  （公社）玉野市観光協会 会長

　　　　尾﨑  茂　　児島商工会議所 会頭

　　　　寺尾  俊郎　備前商工会議所 会頭

　　　　元浜  詳一　瀬戸内市商工会 会長

　　　　藤原  秀則　（公社）倉敷観光コンベンションビューロー 会長

　　　　長﨑  信行　（一社）備前観光協会 会長

　　　　秋山  秀行　（一社）瀬戸内市観光協会 会長

　　　　藤原  乗将　西日本旅客鉄道㈱岡山支社  理事岡山支社長

　　　　神山  和巳　日本航空㈱岡山支店 支店長

　　　　松井  規代　全日本空輸㈱岡山支店 支店長

　　　　中島  基善　岡山県経済団体連絡協議会 座長

　　　　野﨑  泰彦　岡山県経営者協会 会長

　　　　梶谷  俊介　（一社）岡山経済同友会 代表幹事

　　　　中島  義雄　（一社）岡山経済同友会 代表幹事

　　　　晝田  眞三　岡山県中小企業団体中央会 会長

　　　　田村  正敏　岡山県商工会連合会 会長

岡山商工会議所は、企業経営の課題解決支援だけでなく、
地域への貢献・経済の活性化・スポーツ振興に取り組みます。

■近世日本の教育遺産群
　－学ぶ心・礼節の本源－

■荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間
　～北前船寄港地・船主集落～

■一輪の綿花から始まる倉敷物語
　～和と洋が織りなす繊維のまち～

■きっと恋する六古窯
　ー日本生まれ日本育ちのやきもの産地ー

■「桃太郎伝説」の生まれたまち おかやま
　～古代吉備の遺産が誘う鬼退治の物語～

■知ってる!?悠久の時が流れる石の島
　～海を越え、日本の礎を築いた せとうち備讃諸島～

■「ジャパンレッド」発祥の地
　 －弁柄と銅の町・備中吹屋－

岡山県 (備前市)

茨城県 栃木県 大分県

岡山県 (倉敷市、備前市)

北海道 青森県 秋田県 山形県 新潟県

兵庫県 鳥取県 島根県 広島県 香川県

富山県 石川県 福井県 京都府 大阪府

岡山県 (倉敷市)

岡山県 (岡山市・倉敷市・総社市・赤磐市)

岡山県 (備前市)福井県 愛知県 滋賀県 兵庫県

岡山県 (笠岡市)

岡山県 (高梁市)

香川県

第33回 北前船寄港地フォーラム
第 4 回 地域連携研究所大会 in OKAYAMA

日本六古窯（備前焼・備前市）

両宮山古墳(赤磐市)

北木石の丁場（笠岡市北木島）
岡山県観光連盟提供
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